
拡大物性委員会 報告 腰原伸也：2023年3月23日（木）17:30～19:30

「日本学術会議の最近の動向について」

１：今後の改革方針に関して
（12月の臨時総会の議論について） 資料１

２：日本の研究力強化委員会のその後の活動と、
新たな小委員会設定について 資料２

３：未来の学術構想について



資料 １：会長報告より











資料 ２：我が国の学術の発展・研究力強化に関する検討委員会



物性研究将来計画小委員会 報告

2023年3月23日
拡大物性委員会

遠山 貴巳
（東理大理）



日時：10月8日（土）13時～17時
場所：Zoom開催

開催趣旨：
日本学術会議が公募している「未来の学術振興構想」の策定に向けた
「学術の中長期研究戦略」について，主として物性関係の提案者が互
いに内容を発表し，情報交換するとともに物性コミュティーからの意見
を反映することで，よりよい提案策定の機会となる場を提供することを
目的とする。

物性委員会主催「物性研究の中長期研究戦略について」



セッション１ 座長：遠山 貴巳（東京理科大学）
13:00～13:05 堀田 貴嗣（物性委員会委員長・東京都立大学）

はじめに
13:05～13:25 加倉井 和久（中性子科学会・CROSS）

中性子科学の中長期研究戦略 －骨子－
13:25～13:45 久保 謙哉（国際基督教大学教養学部）

ミュオン科学の将来
13:45～14:05 下村 浩一郎（KEK物構研）

MLF第２ターゲットステーション：中性子・ミュオン科学の新たな展開
14:05～14:25 和田 健（KEK物構研）

大強度陽電子源による物性・基礎科学研究の新展開
14:25～14:45 小杉 信博（KEK物構研）

量子ビーム施設連携マルチプローブ学術研究基盤の構想
休憩（10分）

プログラム



セッション２ 座長：堀田 貴嗣（東京都立大学）
14:55～15:15 松田 康弘（東京大学物性研究所）

強磁場コラボラトリー:統合された次世代全日本強磁場施設の展開
15:15～15:35 坂本 隆一（核融合科学研究所）

核融合研で検討中の構想について
15:35～15:55 兒玉 了祐（大阪大学レーザー科学研究所）

パワーレーザーによる物質科学への貢献
15:55～16:15 田中 雅明（東京大学大学院工学系研究科）

スピントロニクス学術研究基盤と連携ネットワーク (Spin-RNJ) 拠点
16:15～16:35 森 初果（東京大学物性研究所）

「物性科学連携研究体」における中長期研究戦略

16:35～16:55 ディスカッション
16:55～17:00 遠山 貴巳（物性研究将来計画小委員会委員長・東京理科大学）

おわりに



「物性研究の中長期研究戦略について」への感想

・ 従来のマスタープランとの違いがよく判らない状況だったので、
学術会議の意図もわかりよい情報交換の場となった。

・ キーワードとして物質科学、物性科学という言葉が出てきた。
それに関連して、研究戦略をたてるとどうしても出口を見据えて
応用指向となってしまうが、他分野に影響を与える基礎科学とし
ての物性科学という観点も忘れてはいけない。

・ 20〜30年後の物質科学の新しい手法となる概念を創出するた
めに物性科学が取り組むような問題設定が必要では。



日本学術会議物理学委員会主催シンポ
「未来の学術振興構想」 ー物理学にできることー

10月29日(土) 13時‐18時30分
東京大学小柴ホール

宇宙・天文、素粒子・原子核、一般物理、物性
の各分野の提案の紹介と意見交換

https://conference-indico.kek.jp/event/190/

共催:
日本物理学会, 日本天文学会, 宇宙線研究者会議, 
宇宙電波懇談会, 核物理懇談会, 高エネルギー宇宙物理連絡会、
高エネルギー物理学研究者会議, 光学赤外線天文連絡会、
太陽研究者連絡会、 物性グループ・物性委員会、プラズマ・核融合学会

世話人 物理学委員会有志： 野尻美保子(KEK)，腰原伸也(東工大）
山崎典子(JAXA)，田村裕和（東北大）



キーワード：
宇宙の起源・進化
物質の起源



キーワード：
物質科学
多様性
創発性
量子科学
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